
 

栃
木
県
は
、
県
章
の
デ
ザ
イ
ン
に
示

さ
れ
る
と
お
り
、
木
々
豊
か
な
県
。
木

材
の
生
産
量
も
関
東
の
六
割
（
全
国
第

十
三
位
）
を
占
め
、
良
質
な
本
県
材
は

古
来
よ
り
高
い
需
要
を
得
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
製
材
時
に
大
量
に
出
る
樹
皮

は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
扱
わ
れ
、
処
理

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
こ
の
産
業
廃
棄
物
を
環
境

に
や
さ
し
い
園
芸
資
材
に
変
え
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

 ■
 

産
業
廃
棄
物
の
杉
皮 

栃
木
県
は
面
積
の
う
ち
約
六
割
が

山
林
で
、
そ
の
豊
か
な
森
林
を
利
用
し

た
製
材
業
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
中
で
も

杉
材
は
年
間
二
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
生
産
量
が
あ
っ
た
が
、
製
材
の

副
産
物
で
あ
る
樹
皮
（
以
下
杉
皮
）
も

膨
大
に
産
出
さ
れ
、
杉
皮
は
産
業
廃
棄

物
と
し
て
活
用
の
手
だ
て
が
無
か
っ
た
。

そ
の
焼
却
処
分
に
は
多
く
の
手
間
と
費

用
を
要
し
、
業
者
を
泣
か
せ
て
い
た
。 

昭
和
五
十
四
年
、
第
二
次
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
が
世
界
中
を
襲
っ
た
。
そ
の
後
、

石
油
に
代
わ
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
が
各
地
で
試
み
ら
れ
た
。
今
市
木

材
開
発
協
同
組
合
で
は
、
昭
和
五
十
七

年
に
杉
皮
を
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
に
加
工
す

る
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
を
先
駆
け
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
加
工
を
担
当
し
て
い

た
沼
尾
公
司
は
作
業
性
の
悪
い
燃
料
ペ

レ
ッ
ト
に
限
界
を
感
じ
、
新
た
な
商
品

開
発
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。 

 ■
 

洋
ラ
ン
の
培
地 

昭
和
五
十
四
年
、
日
光
シ
ン
ビ
ジ
ュ

ウ
ム
生
産
組
合
長
早
川
順
章
と
組
合
員

松
島
秀
雄
は
、
洋
ラ
ン
の
植
え
込
み
培

地
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
た
。
以
前
は

高
価
で
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
洋
ラ
ン
は
、

メ
リ
ク
ロ
ン
（
茎
頂
培
養
）
に
よ
る
苗

の
大
量
増
殖
が
可
能
と
な
り
庶
民
で
も

購
入
で
き
る
花
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、

よ
り
一
層
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
特
に
培
地
は
そ
の
鍵
を
握

っ
て
い
た
。
通
常
、
植
え
込
み
に
は
ミ

ズ
ゴ
ケ
、
バ
ー
ク
、
軽
石
が
使
用
さ
れ

て
い
た
が
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
は
外
国
か
ら
輸

入
さ
れ
高
価
で
、
バ
ー
ク
は
様
々
な
樹

種
か
ら
生
産
さ
れ
る
た
め
品
質
が
不
安

定
、
軽
石
は
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
に
は
使

え
る
が
カ
ト
レ
ア
や
フ
ァ
レ
ノ
プ
シ
ス

に
は
使
え
な
か
っ
た
。
早
川
た
ち
は
、

こ
の
問
題
を
栃
木
県
農
業
試
験
場
花
き

部
（
現
花
き
研
究
室
）
へ
相
談
し
た
。 

こ
の
話
に
対
応
し
た
の
は
、
主
任
研

究
員
峯
岸
長
利
で
あ
っ
た
。
峯
岸
た
ち

は
話
し
合
い
の
中
で
、
ラ
ン
の
仲
間
で

あ
る
セ
ッ
コ
ク
が
杉
に
着
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
杉
皮
が
植
え
込
み
培
地
に

使
え
な
い
か
と
考
え
た
。 

早
速
、
峯
岸
は
杉
皮
が
ラ
ン
の
根
に

対
す
る
作
用
に
つ
い
て
文
献
を
調
べ
、

杉
皮
が
洋
ラ
ン
の
生
育
を
阻
害
し
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
一
方
、
松
島
は
近

所
の
製
材
所
か
ら
杉
皮
を
貰
い
、
峯
岸

の
も
と
へ
持
ち
込
ん
だ
。
持
ち
込
ま
れ

た
杉
皮
は
非
常
に
粗
大
で
、
と
て
も
植

え
込
み
材
料
と
し
て
は
使
え
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
植
え
込
み
時
に
根
が
張
り
や

す
い
よ
う
に
杉
皮
を
木
バ
サ
ミ
、
押
し

切
り
で
幅
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
裁
断

し
、
そ
れ
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
て
細

か
い
繊
維
状
に
し
た
。
こ
の
杉
皮
を
用

い
、
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
、
カ
ト
レ
ア
、

フ
ァ
レ
ノ
プ
シ
ス
、
パ
フ
ィ
オ
ペ
デ
ィ

ウ
ム
等
の
洋
ラ
ン
を
栽
培
。
思
っ
た
と

お
り
生
育
は
良
好
で
、
洋
ラ
ン
特
有
の

素
晴
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
た
。
し
か
し
、

産
廃
で
美
し
い
花
を
咲
か
そ
う
！ 

～ 

環
境
に
や
さ
し
い
園
芸
資
材
「
ク
リ
プ
ト
モ
ス
」
の
開
発 

～ 

クリプトモスの生みの親 峯岸 

うずたかく積まれた副産物の杉皮 



 

開発された

クリプトモス

（手前）とク

リプトモスで

栽培された

鉢花、上は

製品 

 

杉
皮
を
繊
維
状
に
す
る
作
業
は
重
労
働

で
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
培

地
と
し
て
の
使
用
は
不
可
能
だ
と
思
っ

た
。
そ
こ
で
、
峯
岸
は
杉
皮
の
加
工
を

引
き
受
け
る
業
者
を
捜
す
こ
と
に
し
た
。 

 ■
 

ク
リ
プ
ト
モ
ス
誕
生 

昭
和
五
十
八
年
、
峯
岸
は
県
林
業
試

験
場
（
現
林
業
セ
ン
タ
ー
）
を
仲
立
ち

と
し
て
、
沼
尾
を
紹
介
さ
れ
た
。
沼
尾

は
、
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
の
作
業
性
以
外
に

原
油
価
格
の
低
下
に
よ
る
事
業
の
将
来

に
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

新
用
途
開
発
に
繋
が
る
こ
の
話
に
賛
同

し
、
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

燃
料
ペ
レ
ッ
ト
の
加
工
工
程
は
、
粉

砕
・
乾
燥
・
成
形
で
、
こ
の
粉
砕
の
工

程
で
峯
岸
の
求
め
て
い
た
形
状
の
も
の

が
製
造
で
き
る
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

峯
岸
は
、
今
市
木
材
開
発
協
同
組
合
か

ら
豊
富
な
材
料
の
提
供
を
受
け
て
、
精

力
的
に
試
験
を
行
っ
た
。
何
よ
り
も
産

業
廃
棄
物
が
人
を
幸
せ
に
で
き
る
こ
と

に
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、

加
工
し
た
杉
皮
の
特
性
や
そ
れ
に
適
し

た
潅
水
、
施
肥
法
を
解
明
し
、
昭
和
五

十
九
年
に
は
、
杉
皮
を
使
用
し
た
洋
ラ

ン
の
栽
培
法
を
完
成
さ
せ
た
。 

昭
和
六
十
二
年
、
こ
の
杉
皮
の
製
品

化
に
あ
た
り
、
峯
岸
は
杉
属
の
学
名

Cryptomeria

と
苔
の
英
名m

o
s
s

か
ら

「
ク
リ
プ
ト
モ
ス
」
と
名
付
け
た
。
さ

ら
に
、
使
用
目
的
に
応
じ
て
繊
維
の
大

き
さ
で
変
え
、
Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ
の
規
格
を

作
っ
た
。
価
格
は
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
半
値
以

下
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ク
リ
プ
ト
モ

ス
は
洋
ラ
ン
栽
培
の
培
地
と
し
て
販
売

量
を
伸
ば
し
た
。 

 ■
 

拡
が
る
ク
リ
プ
ト
モ
ス
の
利
用 

平
成
六
年
春
、
栃
木
県
の
い
ち
ご
販

売
額
は
前
年
の
二
百
十
七
億
円
か
ら
再

び
二
百
億
円
を
割
り
込
ん
だ
。
農
業
試

験
場
栃
木
分
場
で
は
、
い
ち
ご
の
生
産

振
興
を
図
る
た
め
に
、
女
峰
に
変
わ
る

新
品
種
の
開
発
に
加
え
て
、
い
ち
ご
生

産
者
の
高
齢
化
や
省
力
・
軽
作
業
化
に

対
応
し
た
低
コ
ス
ト
な
高
設
ベ
ン
チ
養

液
栽
培
装
置
の
開
発
に
着
手
し
た
。
野

菜
特
作
部
（
現
い
ち
ご
研
究
室
）
主
任

植
木
正
明
は
、
そ
の
装
置
の
培
地
と
し

て
、
ク
リ
プ
ト
モ
ス
の
利
用
を
考
え
た
。

ク
リ
プ
ト
モ
ス
は
県
内
で
生
産
さ
れ
る

地
場
資
源
で
安
定
供
給
が
見
込
ま
れ
、

ま
た
杉
皮
＝
有
機
質
資
材
で
あ
る
た
め

環
境
に
や
さ
し
く
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
と

違
っ
て
使
用
後
の
処
分
が
容
易
で
あ
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
だ
。
当
初

は
、
ク
リ
プ
ト
モ
ス
の
み
で
は
保
水
性

等
が
劣
り
、
い
ち
ご
は
正
常
に
生
育
し

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
植
木
は
改
良
を

重
ね
、
ク
リ
プ
ト
モ
ス
に
パ
ー
ラ
イ
ト

を
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
混
合
し
、
安
価
で

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
に
優
る
培
地
を
開
発
し

た
。
こ
の
資
材
は
、
新
し
く
開
発
し
た

「
環
境
に
や
さ
し
い
い
ち
ご
養
液
栽
培

装
置
」
と
共
に
年
々
普
及
が
進
ん
で
お

り
、
現
在
の
ク
リ
プ
ト
モ
ス
消
費
の
約

一
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
ク

リ
プ
ト
モ
ス
は
ト
マ
ト
や
な
す
の
環
境

に
や
さ
し
い
養
液
栽
培
装
置
に
も
適
用

さ
れ
、
そ
の
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
ク
リ
プ
ト
モ
ス
は
、
省
農

薬
で
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
な
「
マ
ル
チ

資
材
」
や
、
景
観
保
持
や
の
り
面
保
護

に
加
え
て
雑
菌
・
雑
草
の
繁
殖
を
抑
え

る
「
の
り
面
緑
化
資
材
」
と
し
て
、
利

用
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
。 

平
成
十
五
年
現
在
、
ク
リ
プ
ト
モ
ス

の
生
産
量
は
約
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、

今
後
の
使
用
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。 

 ■
 

お
わ
り
に 

ク
リ
プ
ト
モ
ス
の
開
発
は
、
農
業
試

験
場
を
訪
れ
た
生
産
者
の
話
に
研
究
員

が
耳
を
傾
け
、
小
さ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

尊
重
し
そ
の
実
現
に
努
力
し
た
こ
と
と
、

新
規
用
途
開
発
の
た
め
に
協
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
企
業
と
共
同
で
研
究
を
推

進
で
き
た
こ
と
に
よ
り
成
功
し
た
。 

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
環
境
に
や
さ

し
い
循
環
型
社
会
の
形
成
が
進
む
な
か
、

ク
リ
プ
ト
モ
ス
は
産
業
廃
棄
物
の
減
量

化
の
好
例
で
あ
っ
た
。 

 

（
追
記
） 

平
成
四
年
、
ク
リ
プ
ト
モ
ス
開

発
の
業
績
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
協
議
会
か
ら
「
第

一
回
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功
労
者
農
林
水
産
大
臣

賞
」
を
受
け
た
。 

（
敬
称
略
） 

［
農
業
試
験
場
］ 


